近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
２２クール日報（４月１７日～４月２３日）
	報告日
天気
	４月２１日（日）
曇り
（気温：13～17°）
	報告者
	兵庫県社協　髙橋
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ２２クール：高橋、芦田、足達、村上、宮本、井上、中川、山本、長友、大橋、宮本（明）19日～
※関ブロ名（6名）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
7:50七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:35 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
9:45 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:15　全戸配布チラシ発送準備
15:40 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場　
ヨットハーバー最終日

全戸配布チラシ発送準備（滋賀県社協ボラバス9名がチラシの封緘作業を行う

市社協・支援P・近ブロ特化日活動について打合せ


	
	17:15 終礼
17:40 マニュアル更新作業、残務整理
19:10終了

	報告事項

	●VCの状況　V99名（テント村45名、県ボラ20名、団体V29名、運転V5名）
　現地調査　17件（うち一般　17件、技術0件）
　ニーズ対応12件（うち完了12件、継続0件）
　ニーズ残414件（キントーン数値:マッチング待ち、現地調査待ち、未対応）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F72、ＸＸＬ24、洗濯:F41、ＸＸＬ9）
●現地調査担当
・災害ＶCo3名、丸亀市５名、自治労４名、市社協0名、関ブロ0名、近ブロ２名の14名体制で実施。
●仮仮置き場担当
・現在の仮仮置場はヨットハーバー21日最終日13時で終了。積み残し。希望が丘を確認
●ローラー（ニーズ掘り起し）班
・ポスティング：ボラ9、運転ボ0、職員（関ブロ1）
　実施地区：小島町、小丸山台＝＝≫予定したポスティングは終了
・聴き取り；ボラ16、運転ボ２、職員（関ブロ２）
：北大香　聞き取り件数150件　聞き取りニーズ17件
『避難所への聞き取りの状況』未実施

	今後の主な予定
	●4月21日日夕方、活動用の車両の移動（5月中旬まで）周辺の物件の解体工事のための移動
●4月22日、23クールへ引継ぎ

	調整課題・所感等
	・23日の特化日に向け、近ブロ、関ブロから聞き取り調査活動に参加できる人数を支援Pの横堀さんと決める。結果11名(近ブロ6名、関ブロ5名)となる。
・滋賀県社協のボラバスに県社協会長が同行。ポスティング、聞き取り調査を実施。参加され直接話ができたことが、良かった。

	その他
	・全戸配布チラシの発送準備を近ブロに依頼：2日目は、滋賀県社協ボラバスのうち、午前中で活動終了した班に全戸配布のチラシの封入作業をしていただく



